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合
志
市
の
小
中
学
校
を

ま
と
め
た
衛
生
委
員
会
を
！

神
田

　公
司 

議
員

日
欧
Ｅ
Ｐ
Ａ
対
策
を

松
本

　龍
一 

議
員

安全衛生委員会設置パンフレット

御代志市民センター

神
田
　
本
市
の
10
の
学
校
を
ま
と
め
た
形

で
の
衛
生
委
員
会
を
立
ち
上
げ
る
事
に
よ

り
、
「
衛
生
に
関
す
る
規
定
・
計
画
の
作

成
、
実
行
・
評
価
・
改
善
」
「
衛
生
教
育

の
実
施
計
画
の
作
成
」
「
定
期
健
康
診
断

等
の
結
果
に
対
す
る
対
策
の
樹
立
」
「
長

時
間
労
働
に
よ
る
労
働
者
の
健
康
障
害
の

防
止
を
図
る
た
め
の
対
策
」
「
労
働
者
の

精
神
的
健
康
の
保
持
増
進
」
を
図
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

教
育
審
議
員
　
合
志
市
小
中
学
校
で
の
一

括
し
た
衛
生
委
員
会
の
設
立
を
と
い
う
こ

と
だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
に
よ
り
大
規

模
校
、
中
規
模
、
小
規
模
校
で
、
先
生
方

の
業
務
の
状
況
も
違
っ
て
い
る
。
衛
生
委

員
会
の
有
無
に
限
ら
ず
、
教
育
委
員
会
で

取
り
上
げ
て
、
検
討
し
改
善
し
て
い
こ
う

と
考
え
て
い
る
。

神
田
　
労
働
者
数
が
50
人
未
満
の
事
業
者

は
、
安
全
ま
た
は
衛
生
に
関
す
る
事
項
に

つ
い
て
関
係
労
働
者
の
意
見
を
聞
く
た
め

の
機
会
を
設
け
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
こ
れ
は
労
働
安
全
衛
生
規
則
第

23
条
の
２
に
謳
わ
れ
て
い
る
。

教
育
審
議
員
　
50
人
以
上
の
規
模
は
西
合

志
東
小
、
合
志
中
、
西
南
中
の
３
校
。
本

市
の
学
校
教
職
員
労
働
安
全
衛
生
管
理
要

綱
の
中
で
そ
の
学
校
衛
生
委
員
会
の
設
置

に
関
す
る
事
項
を
定
め
て
い
る
。
委
員
会

は
、
産
業
医
１
名
、
そ
れ
か
ら
各
学
校
長
、

教
職
員
６
名
前
後
で
構
成
を
し
て
い
る
。

そ
れ
以
外
の
学
校
で
委
員
会
を
開
い
て
の

対
応
を
お
願
い
し
て
い
る
が
、
事
情
聴
取

等
は
現
在
の
と
こ
ろ
行
っ
て
い
な
い
。

神
田
　
公
務
災
害
を
含
め
て
、
急
ぐ
必
要

が
あ
る
。
こ
の
あ
た
り
を
一
括
し
た
も

の
、
あ
る
い
は
そ
う
い
う
事
情
聴
取
も

含
め
て
、
具
体
的
に
動
き
出
す
べ
き
だ
。

教
育
長
　
先
般
、

組
合
の
先
生
方

と
話
し
合
い
を

持
っ
た
。
今
月

の
校
長
会
で
衛

生
委
員
会
を
開

い
て
ほ
し
い
と

伝
え
て
い
る
。

進
捗
状
況
を
確

認
し
て
い
き
た

い
。

松
本
　
７
月
６
日
、
日
本
と
Ｅ
Ｕ
の
間
で

Ｅ
Ｐ
Ａ（
経
済
連
携
協
定
）
の
大
枠
合
意
が

発
表
さ
れ
た
が
、農
業
分
野
の
内
容
と
、本

市
の
農
家
に
与
え
る
影
響
を
ど
う
見
て
い

る
か
。

農
政
課
長
　
本
市
の
農
業
に
関
す
る
主
な

内
容
は
、
乳
製
品
（
ソ
フ
ト
系
チ
ー
ズ
）
、

豚
肉
、
牛
肉
に
対
し
て
低
関
税
で
の
輸
入

枠
（
２
〜
３
万
ト
ン
、
生
乳
換
算
で
30
万

ト
ン
程
）
の
設
定
や
、
長
期
間
（
10
年
〜

16
年
）
か
け
て
関
税
の
削
減
や
撤
廃
を
行

う
も
の
で
あ
る
。
今
す
ぐ
の
影
響
は
な
い

と
思
わ
れ
る
が
、
将
来
的
に
輸
入
増
加
、

価
格
低
下
の
恐
れ
が
あ
り
、
農
家
の
生
産

意
欲
が
減
退
し
、
生
産
を
取
り
や
め
る
農

家
が
出
て
く
る
こ
と
を
懸
念
す
る
。

松
本
　
国
に
対
し
、
国
内
の
農
家
に
配
慮

し
た
慎
重
な
対
応
を
と
る
こ
と
、
国
内
農

業
の
強
化
策
を
よ
り
充
実
さ
せ
、
推
進
す

る
こ
と
を
要
望
し
て
い
く
べ
き
だ
。

松
本
　
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
開
館
し

て
一
カ
月
た
っ
た
ば
か
り
だ
が
、
入
場
者

数
と
今
後
の
事
業
計
画
は
。

政
策
課
長
　
入
場
者
数
は
開
館
当
日
、
翌

日
（
日
曜
）
で
、
そ
れ
ぞ
れ
６
０
０
人
程
、

そ
の
後
平
均
し
て
２
６
０
人
程
の
来
場
が

あ
っ
て
い
る
。
こ
の
事
業
は
地
方
創
生
事

業
と
し
て
行
っ
て
い
る
の
で
、
今
後
西
合

志
図
書
館
と
の
通
路
の
設
置
等
の
整
備
を

行
っ
て
い
く
計
画
で
あ
る
。

松
本
　
来
場
者
が
増
え
、
駐
車
場
の
拡
張

が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
。

政
策
課
長
　
駐
車
場
の
拡
張
や
環
境
整
備

の
必
要
性
は
感

じ
る
が
、
入
り

口
の
築
山
や
、

ロ
ー
タ
リ
ー
部

の
植
え
込
み
等

を
ど
う
す
る
か
、

ま
た
費
用
が
か

か
る
こ
と
な
の

で
財
源
を
ど
う

す
る
か
な
ど
、

今
後
慎
重
に
検

討
し
て
い
き
た

い
。

　

 　マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
現
状

と
今
後
の
事
業
計
画
お
よ
び
御

代
志
市
民
セ
ン
タ
ー
の
駐
車
場

の
整
備
に
つ
い
て
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総
合
防
災
訓
練
と

　
　
　
　学
校
防
災

青
山

　震
災
後
初
め
て
の
防
災
訓
練
。
今

回
は
ど
の
よ
う
な
計
画
か
。
防
災
士
の
役

割
は
。

交
通
防
災
課
長

　訓
練
の
内
容
は
、
市
内

全
域
で
一
次
避
難
所
ま
で
の
避
難
訓
練
実

施
後
、
各
行
政
区
・
自
主
防
災
組
織
に
よ

る
防
災
訓
練
に
移
行
す
る
。
メ
イ
ン
会
場

と
な
る
西
合
志
南
小
学
校
で
は
、
防
災
ヘ

リ
に
よ
る
救
助
訓
練
や
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

取
扱
い
訓
練
等
を
行
う
。
防
災
士
に
は
所

属
す
る
地
区
で
の
活
動
を
お
願
い
す
る
。

ま
た
10
月
14
日
（
土
）
は
防
災
士
を
含
め

た
自
主
防
災
組
織
活
動
講
演
会
を
行
う
予

定
で
あ
る
。
防
災
士
に
は
平
時
は
防
災
講

習
会
な
ど
で
研
さ
ん
を
積
ん
で
頂
き
、
災

害
時
に
は
地
域
と
連
携
し
た
避
難
誘
導
、

避
難
所
運
営
な
ど
に
携
わ
っ
て
頂
き
た
い
。

青
山

　７
月
28
日
開
催
さ
れ
た
本
市
の
教

育
講
演
会
で
は
、
教
職
員
約
４
０
０
名
を
前

に
、
防
災
士
会
全
国
講
師
の
幸
坂
美
彦
氏
の

講
演
が
あ
っ
た
。
氏
は
、
子
ど
も
達
は
学
校

へ
命
を
持
っ
て
く
る
。
そ
の
命
を
守
る
の
は
、

学
校
で
は
教
職
員
で
あ
り
、
家
庭
で
は
親
で

あ
り
、
通
学
路
で
は
地
域
で
あ
る
。
そ
の
三

者
が
一
体
と
な
っ
て
子
ど
も
達
の
命
を
守
る

こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
熱
く
語
ら
れ
た
。
教

職
員
の
反
応
は
い
か
が
か
。

教
育
審
議
員

　約
９
割
超
の
教
職
員
が
お

お
む
ね
満
足
し
て
い
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の

結
果
を
い
く
つ
か
紹
介
す
る
と
、

●
自
分
の
意
識
の
足
り
な
さ
を
感
じ
た
。

●
自
助
共
助
の
姿
勢
が
自
然
と
出
来
て
い

る
子
ど
も
に
育
て
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

●
防
災
訓
練
の
見
直
し
を
す
る
必
要
が
あ

る
。

●
教
師
が
ま
ず
先
頭
に
立
っ
て
訓
練
し
な

い
と
生
徒
に
は
響
か
な
い
こ
と
が
分
か
っ

た
。

●
子
ど
も
達
が
自
ら
考
え
行
動
で
き
る
力

を
つ
け
て
い
き
た
い
。

　

 　

御代志市民センターで講演をされる幸坂美彦氏

収穫の秋

農
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
と

地
域
の
課
題

上
田

　欣
也 

議
員

上
田
　
農
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
に
お
け
る
地

域
が
克
服
す
べ
き
課
題
を
農
業
者
と
ど
の

よ
う
に
共
有
し
て
い
る
か
。

農
政
課
長

　課
題
は
地
域
営
農
組
織
の
確

保
・
育
成
、
農
業
所
得
の
安
定
、
６
次
産

業
化
に
向
け
た
取
り
組
み
の
３
つ
で
あ
る
。

主
に
新
規
就
農
者
向
け
に
今
年
度
か
ら
営

農
指
導
員
を
雇
用
し
、
個
別
面
談
や
現
地

指
導
を
継
続
的
に
実
施
し
て
い
る
。

上
田

　本
市
の
総
面
積
53
・
19
㎢
の
35
％
、

18
・
56
㎢
が
耕
地
面
積
で
あ
る
が
、
大
き

く
減
少
し
て
い
る
現
状
を
ど
う
認
識
し
て

い
る
か
。

農
業
委
員
会
事
務
局
長
　
委
員
会
の
立
場

と
し
て
は
農
地
の
保
全
に
重
き
を
置
い
て

意
識
す
べ
き
と
思
っ
て
い
る
が
、
市
街
化

区
域
と
調
整
区
域
と
の
住
み
分
け
を
明
確

に
し
な
が
ら
、
農

地
保
全
と
開
発
等

に
よ
る
転
用
の
許

可
に
つ
い
て
農
地

法
に
基
づ
き
適
正

な
対
応
を
行
う
こ

と
が
重
要
な
役
割

と
考
え
て
い
る
。

上
田

　将
来
構
想
の
実
現
に
向
け
て
の
協

議
会
の
現
時
点
で
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

福
祉
課
長
　
今
年
は
８
月
に
作
業
部
会
を

開
催
、
11
月
に
第
４
回
目
の
協
議
会
を
予

定
し
て
い
る
。

上
田
　
今
一
番
の
課
題
は
分
離
新
設
校
予

定
地
の
旧
菊
池
医
療
刑
務
支
所
の
建
物
を

ど
う
す
る
か
と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
が
。

福
祉
課
長
　
入
所
者
自
治
会
長
名
で
法
務

省
矯
正
局
長
に
、
獄
舎
等
の
一
部
を
社
会

交
流
会
館
に
移
設
展
示
す
る
こ
と
や
跡
地

に
碑
を
建
立
す
る
と
い
う
要
望
書
も
提
出

さ
れ
て
い
る
と
聞
く
。
教
育
委
員
会
も
平

成
33
年
４
月
の
開
校
に
向
け
、
国
の
関
係

省
庁
と
協
議
を
重
ね
進
め
て
い
る
。

上
田
　
人
権
の
ま
ち
づ
く
り
、
啓
発
に
関

し
て
今
ま
で
の
実
績
は
価
値
あ
る
こ
と
だ

と
思
う
が
、
そ
れ
に
加
え
て
も
う
一
歩
進

め
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

人
権
啓
発
教
育
課
長
　
今
年
度
は
映
画

「
あ
ん
」
の
上
映
を
計
画
し
て
い
る
。今
後

も
積
極
的
、継
続
的
に
取
り
組
み
た
い
。

　

 　

菊
池
恵
楓
園
の
将
来
構
想
の
実
現

教
育
講
演
会
の
幸
坂
氏
の

　
　
　
　
　
　
　  

講
演
に
つ
い
て

青
山

　隆
幸 

議
員
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